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技術開発スケジュール

実施箇所
2002
H14

2003
H15

2004
H16

2005
H17

2006
H18

2007
H19

2008
H20

CO2/CH4置換メカニズムの解明 北海道大学

炭層への最適固定化条件の検討
（CO2の吸着特性に関する試験） 京都大学

炭層への最適固定化条件の検討
（CO2による炭層の膨潤・収縮に関する試験）

(財)地球環境産業技術
研究機構(RITE)

CO2の炭層内挙動シミュレーションモデル開発 秋田大学

炭層のCO2固定ポテンシャルの検討 早稲田大学

CO2圧入予備実験 （財）石炭エネルギー
センター(JCOAL)

モニタリング技術の開発
京都自然史研究所

（株）環境総合テクノス

CO2分離回収効率向上の検討 関西電力(株)
三菱重工業(株)

（株）環境総合テクノス

実　証　試　験

実　施　項　目

基礎
研究

予備
実験

経済性に関する検討

３．CO2 圧入予備実験 

（財）石炭エネルギーセンター 部長代理 藤岡 昌司  
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平成１５年度
・圧入井（IW-1）ボーリング

・石炭コア原位置ガス包蔵量測定

・孔井試験；浸透率、初期貯留層圧力、クリート開口圧力の推定

平成１６年度
・生産井（PW-1）ボーリング；傾斜掘削

・IW-1孔井での初期生産

・IW-1孔井でのCO2圧入、圧入後の生産；Huff-Puff試験

・圧入井と生産井の2本孔井によるCO2圧入と生産実験

現場予備実験内容(H15,H16)

 
 

 

 

 

 

Lower Yubari Isotherm and Gas Content
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夕張下層の吸着特性
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Production/Concentration (Post CO2 injection)
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IW-1孔井；CO2ハフパフ後生産実績

 
 

 

 

 

 

CO2圧入試験概念図
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Cross Section

IW-1PW-1

2孔井位置関係

 
 

 

 

 

 

12ｰ1/4″Bit(311.2mm)

depth ：0～106.50m

8ｰ1/2″Bit(215.9mm)

depth：106.50～856.00m

6ｰ1/4″Bit (158.8mm)

8ｰ1/2″Under Reamer (215.9㎜）

Drilling depth：856.00～930.00m

Enlarged depth：872.50～930.00m

Drilling Length：930m

Vertical Depth：907m

Final Deviation: 24.17゜

9ｰ5/8″CSG

Kick off  @420m

2 degree deviation at every

30m drilling

4ｰ1/2″CSG (802.86～927.50m)

Slotted Liner ：833.98～844.29m

                864.90～916.51m

Water line

Gas line

PW-1孔井(観測井）
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Thermometer
Ultrasonic Gas
Flowmeter

Gas Reliese

From Tubing Pipe
(Water line)

From Annulus
(Gas line)

Data Logger Gas Sampling pump

CH4

CO2

Gas chromatograph

Air Pressure
Atm. Temperature

Atm. Humidity

Pro More

Cell Phone

Separator

Water Flowmeter

PW-1井：観測装置概要

 
 

 

 

 

 

TD: 932.6mMD

P
u
m

p

4-1/2"CSG(ID:103.9mm)

Full hole Cementing

More-T(878m)

7/16"-7conductor
armored cable

Collar Protector

TEK surface cable

PROVision

P1,P2,P3,P4,T1

660m

liner hunger：610m

7"CSG(ID:161.8mm)

9-5/8"CSG(ID:226.6mm)

8-1/2"bit

12-1/4"bit

P4

Groundwater

Gas(CH4)

P3

Ported Bull Plug

High pressure hose

Wing valve

Master valve

Tubing hanger
21MPa:wellhead tree max.
 Pressure rating

CO2

CO2

Packer(880m)

CO2

測定項目

・孔口圧入圧

・孔底圧入圧

・孔底アニュラス（チューブと
ケーシング間）温度

・圧入量（重量）

・アニュラス圧（孔口、孔底）

CO2圧入試験・装置
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ＣＯ2圧入予備実験 期間：H16.11.9～11.24
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H16:CO2圧入試験

 
 

 

 

 

 

Production Records (Gas/Water) & Injection Mass
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サイトでのサイトでのCBMCBM包蔵量を推定包蔵量を推定

石炭層への二酸化炭素連続注入を実証石炭層への二酸化炭素連続注入を実証

二酸化炭素の注入による二酸化炭素の注入によるCBMCBM増産効果の確認増産効果の確認

ヒストリーマッチングによるシミュレーション・モデル精度の向上ヒストリーマッチングによるシミュレーション・モデル精度の向上

H16圧入予備実験成果

二酸化炭素注入性の向上⇒

・孔井刺激策の検討

・注入条件（温度・圧力）の適正化

シミュレーション・モデルの精度向上⇒ ブレークスルー

CO2地中挙動モニタリング； 基礎データの把握

現場予備実験の課題

 
 

 

 

 

 

設備整備 ： PW-1（観測井）でのチューブ拘束

解除作業

注入性改善策：

圧入CO2状態→ 圧入CO2温度を把握し、超臨界CO2で

の圧入方法を検討

生産障害（スキンファクター）の改善→ 増しガンパー

連続注入 → 連続圧入による注入性向上傾向

連続産出試験

CO2地中挙動モニタリング手法の選択

H17:主要試験/作業項目
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炭層

パッカー

窒素で加圧

に変更

(約0.45MPa)

ＧＬ

地下水(8℃)

水(約580～880m)

CO2
ｻｰﾏﾙﾁｭｰﾌﾞ

に取替

(0～180m)

②

③

チューブ内差圧と平均比重変化
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ＣＯ2  圧 入 実 績　H17.8.26～9.25

1 .7 1 .6 1 .7
2 .1

1 .8
2 .1

2 .3 2 .2
2.4 2 .5

2 .3
2 .6

2 .8 2.8 2 .7 2 .8 2 .8

3.3

2 .8
3 .1 3 .1 3.2

3 .4
3 .2 3.2

2 .93 .03 .03 .03 .0

1 .6

2

4

6

8

10

12

14

16

18

8/26 8/28 8/30 9/1 9/3 9/5 9/7 9/9 9/11 9/13 9/15 9/17 9/19 9/21 9/23 9/25

圧
力

(Ｍ
Ｐ

ａ
）

0

2

4

6

Date

注
入

量
（

ｔ）

注入量 注入圧 孔底圧

H17：CO2圧入結果

 
 

 

 

 

 

注入性
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CO2注入性増加現象（カナダ）

CO2注入性VS.累積圧入量

排ガス圧入VS.累積圧入量

 
 

 

 

 

 

H17：CO2圧入による増産効果

Water & Gas Production
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H17圧入試験 まとめ

試験成果

連続圧入による注入性の改善効果を確認：

→ 昨年比最大 125％

CO2圧入によるCBM増産効果の確認：

→ 80m3/dayから370m3/day（約5倍）

課題

空隙圧変動（吸着・脱着）が及ぼす浸透率への影響

超臨界CO2圧入による注入性の影響

 
 

  


